
⽶国の利下げ観測の⾼まりにより、⽶ドルが全⾯安となったことからル
ピアは対⽶ドルで堅調となりました。加えて、債券市場に外国⼈から
の資⾦流⼊がみられたこともサポート要因となりました。週間では対
円、対ドルともに上昇しました。

100インドネシアルピアの対円レート

［株式市場］ジャカルタ総合指数の推移
（2016年1⽉4⽇〜2019年6⽉21⽇）

［債券市場］インドネシア⾃国通貨建て10年国債利回りの推移
（2016年1⽉1⽇〜2019年6⽉21⽇）

［為替市場］インドネシアルピアの対円レートの推移
（2016年1⽉1⽇〜2019年6⽉21⽇）

［株式市場］

［債券市場］

週初、⽶中貿易摩擦の不透明感などを背景に下落して始まりました。
その後は⾦融政策決定会合を前に、緩和期待の⾼まりから不動産株
を中⼼に回復傾向となりました。20⽇、インドネシア中央銀⾏（BI）は
政策⾦利を据え置きとしましたが、⾦融機関の資⾦流動性を⾼めるた
めに預⾦準備率を0.5％引き下げました。また、BI総裁は利下げについ
て、国際⾦融市場の状況次第としながらも、前向きな姿勢を⽰しまし
た。週間では上昇となりました。
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イーストスプリング・インベストメンツ株式会社
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（対象期間：2019/6/17〜2019/6/21）

2019年6⽉24⽇
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出所：グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。

［為替市場］

2019/6/14 2019/6/21 変化率
6,250.27 6,315.44 +1.04%

2019/6/14 2019/6/21 変化幅
7.681 7.452 -0.229

2019/6/14 2019/6/21 変化率
0.7548 0.7618 +0.93%

190624（03）

19⽇の⽶連邦公開市場委員会（FOMC）と20⽇のBIの政策決定
会合が注⽬される中で⾏われた18⽇の国債⼊札は投資家の旺盛な
需要が⾒られ、応札額は前回を⼤幅に上回りました。特に外国⼈投資
家からの需要が堅調となりました。注⽬の政策決定会合では政策⾦利
が据え置かれましたが、年内の利下げ期待を背景に10年国債利回りは
低下（価格は上昇）しました。
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